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【手続補正書】
【提出日】平成25年7月10日(2013.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　解剖学的構造の範囲内で流体の流れを測定する装置であって：
　血管内に挿入可能であるように構築されて、前記解剖学的構造の少なくとも一部に少な
くとも１つの放射を導くように構成される、少なくとも１つの第１のプローブ・アレンジ
メント；
　前記プローブ・アレンジメントを介して前記流体から提供される第１の放射と、自身の
波長に応じて参照経路から提供される第２の放射との間の干渉を検出するように構成され
る、少なくとも１つの第２のアレンジメント；および、
　前記干渉に応じて前記流体の少なくとも１つの特性を決定するように構成される、少な
くとも１つの第３のアレンジメント；
を備える装置。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの第３のアレンジメントは、前記干渉の強度に応じて前記少なくと
も１つの特性を決定する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの特性は、（ｉ）血管の内部の流体の流れ、粘度、密度、速度、冠
血流予備能、血流予備量比、冠血流速度予備能、平均ピーク速度、最大ピーク速度、平均
、ピーク速度または圧力のうちの少なくとも１つを含む特定のパラメータ、または（ｉｉ
）前記特定のパラメータの多次元分布、のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載
の装置。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの第３のアレンジメントは、（ｉ）前記血管の内部のマルチプルな
長手方向位置で、（ｉｉ）前記血管の壁の、（ｉｉｉ）相関手順を用いて、（ｉｖ）前記
少なくとも１つの第１のプローブ・アレンジメントからの測定されている前記流体の距離
に応じてまたは時間に応じて、（ｖ）前記流体と関連した画像のスペックルパターンを分
析することにより、（ｖｉ）薬理作用のある物質（薬物）の投与の前または後のうちの少
なくとも１つで、のうちの少なくとも１つにおいて前記少なくとも１つの特性を決定する
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、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの第３のアレンジメントは、狭窄、閉塞またはステント留置された
セグメントに対する少なくとも１つの近位または遠位で前記少なくとも１つの特性を決定
する、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの第３のアレンジメントは、（ｉ）前記血管の壁の少なくとも１つ
のプロパティまたはジオメトリーを決定、または（ｉｉ）前記血管の内部の圧力に基づい
て前記血流予備量比を生成、のうちの少なくとも１つをするようにさらに構成される、請
求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記壁のプロパティは、前記壁の内腔の輪郭または生体力学的プロパティ、あるいは前
記壁の組織の特性である、請求項６に記載の装置。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの第１のプローブ・アレンジメントは、カテーテル、ワイヤまたは
外筒のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項９】
　前記流体は、血液、透明な媒質、それらの組み合わせ、のうちの少なくとも１つを含む
、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第１の放射または前記第２の放射のうちの少なくとも１つの波長は、時間とともに
変化する、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの第２のアレンジメントは、各々前記干渉の別個の波長バンドを検
出するように構成された検出器の少なくとも１つのアレイを含む、請求項１に記載の装置
。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの第３のアレンジメントは、前記流体が前記血管の壁のプロパティ
に関して少なくとも１つの特性および情報に基づいて測定されないところで、流体のさら
なる特性を推定するように、さらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの特性は、前記血管の内部の前記流体の圧力であり、そして、前記
少なくとも１つの第３のアレンジメントは、前記血管の壁のプロパティに応じて前記圧力
を決定する、請求項１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つの第３のアレンジメントは、前記干渉を用いて前記血管の壁の少な
くとも１つの三次元情報を決定するようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの第１のプローブ・アレンジメントは、前記装置のオペレーション
中、静止しているように構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つの第３のアレンジメントは、さらなる生理的測定値と同期をとって
前記少なくとも１つの特性を決定する、請求項４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記さらなる生理的測定値は、ＥＫＧ、心拍数、収縮期（最高）または拡張期（最低）
血圧、最大の流れ、最小の流れ、動脈圧または動脈圧測定のうちの少なくとも１つである
、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの第１のプローブ・アレンジメントは、前記少なくとも１つの第１
のプローブ・アレンジメントの延長の方向に対してほぼ垂直な軸線に沿って、前記少なく
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とも一部に前記少なくとも１つの放射を導く、請求項１に記載の装置。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの第３のアレンジメントは、前記少なくとも１つの特性に基づいて
音を生成する、請求項１に記載の装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つの第１のプローブ・アレンジメントの位置は、音に基づく、請求項
１に記載の装置。
【請求項２１】
　圧力測定のためのさらなるアレンジメントをさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項２２】
　前記さらなるアレンジメントは、（ｉ）前記カテーテルを通って伝播する電磁放射線に
基づく圧力情報を生成するように構成される、または（ｉｉ）ファブリ・ペローまたはフ
ァイバ格子センサのうちの少なくとも１つを含む、のうちの少なくとも１つである、請求
項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　解剖学的構造の範囲内で流体の流れを測定する方法であって：
　少なくとも１つの第１のプローブ・アレンジメントを介して前記流体から提供される第
１の放射と、自身の波長に応じて参照経路から提供される第２の放射との間の干渉を検出
するステップであって、前記少なくとも１つの第１のプローブは、血管内に挿入されて、
前記解剖学的構造の少なくとも一部に少なくとも１つの放射を導くように構成される、ス
テップ；および、
　前記干渉を用いて前記流体の少なくとも１つの特性を決定するステップ；
を含む方法。
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